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国際交流、在住協役員によるベトナム訪問

今月号の見出し

人材確保・育成分野の協力要請のため、ハノイ建設大学を訪問

（2024/12/17撮影）

謹んで新年のご挨拶を
申し上げます

・在住協事務局便り
・新規会員のご紹介

・お知らせ
在住協アワード自薦・他薦募集

・JACで技能講習の受講支援が
　開始
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　 去る12月18日、べトナム・ハノイ建設大学
へ在住協役員が訪問しました。2022年に来日
された際の懇談会にて訪越をお約束し、今年
度に実現しました。
　玉木副理事長より、日本における住宅建築
市場の動向と喫緊の課題である人材確保と育
成についてプレゼンテーションを行い、それ
を受けて活発な意見交換がされました。人材
面だけではなく、技術面でも引き続き互いに
協力しあうことを確認しました。
　なお、今回は在住協会員でもあるタマ・ソ
ンタン・ベトナム社のタン社長に大変なご助
力を頂きました。ご協力を誠にありがとうご
ざいました。

　昨年在住協では、中学校・
大学での対面講義の開催や、
職長・安全衛生責任者教育の
実施、国際交流・外国人材へ
の住宅建築業の紹介などに取
り組みました。

　今年も会員の皆さまのお力
をお借りし、一つ一つの事業
を積み重ね、在来工法の普
及・発展と安心安全で快適な
住環境の創造に積極的に取り
組んでまいります。
　
　新しい一年がみなさまにと
って、幸多き一年となります
ようお祈り申し上げます。
　本年もどうぞよろしくお願
い申し上げます。

・インドネシア合同職種説明会
　参加報告

玉木副理事長とグエン副学長

・国際交流、在住協役員による
　ベトナム訪問

タマ・ソンタン・ベトナム社のみなさんと ハノイ建設大学正門



お知らせ

協会の目的に則り、日頃より
事業を行い、貢献された会員
様を、年に一度、理事長が表
彰を行うものです。

在住協アワードとは・・・

フェイスブックでも配信中
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お友達追加をお願いします！

カラーで読みやすいメール講読へ変更されませんか？貴社名・ご担当者
様名・メールアドレス明記の上、zairai@jtha.jp までご連絡ください。

1.

配信停止をご希望の場合は、会社名及びFAX番号、「通信配信停止希
望」とご記入の上、FAXでご連絡下さい。ご連絡のタイミングにより次
月も届く場合がございます。予めご了承下さい。

2.

FAX講読ご利用中のみなさまへ

・長野安全協力会　7件
・合同会社あらたホーム(神奈川県）

We are members!We are members!We are members!

新規入会の皆様新規入会の皆様
末永くよろしくお願い致します末永くよろしくお願い致します

新規会員のご紹介

在住協事務局便り ブキティンギで感じたこと（花岡・曽我）

JAC 正会員団体主催 

「ルマ・ガダン」という水牛の
角を象った屋根が特徴的な家屋

　JAC正会員５団体が合同で外国人材へ日本の建設業をわかりやすく伝え、
就労を推進する説明会に在住協も参加させていただきました。
　日本とインドネシアの違いや、実際の先輩インドネシア人材の日本での生
活の様子、各団体より職種の説明を行い、会場は満席でたくさんの質問が寄
せられ大盛況でした。

インドネシア合同職種説明会に参加しました

JACで技能講習の受講支援がはじまりました

想定を上回る102名の参加者との記念撮影

実施団体【職種】
（公社）全国鉄筋工事
業協会【鉄筋施工】

1.

（一社）日本型枠工事
業協会【鉄筋継手】

2.

全国圧接業協同組合連
合会【型枠施工】

3.

（一社）コンクリート
圧送事業団体連合会
【圧送】

4.

（一社）日本塗装工業
会【塗装】

5.

参加者：工業高校等の学
生及び先生 計102名
（参加校数19校）

 （in 西スマトラ州 ブキティンギ） 

Selamat pagi（おはよう）と元気に挨拶する花岡 参加者からたくさんの質問がよせられました

（2024/12/14撮影）

　他団体理事の「自社は25％が外国人材で、あと10
年で50％を超えると思う。彼らのキャリアパスを考
え、技能実習から努力を重ね、特定技能２号になっ
た社員には子会社を任せるつもり。お互いに尊厳を
もってつきあい、国籍は関係なく目標を持っている
人が結局は強いですね」というお話が大変印象的で
した。また、不慣れな土地で受けた親切への個人的
感謝は決して忘れない事、それは日本で過ごす外国
人材も全く同じだと心から気づく事ができました。

　JAC（一般社団法人建設技能人材機構）では、
これまでの特別講習に加え、母国語での技能講習
受験の支援も開始されました。

車両系建設機械運転技能講習（3t以上）
玉掛け技能講習（１t以上）
小型移動式クレーン運転技能講習（5t未満）
フォークリフト運転技能講習
高所作業車運手技能講習（10m以上）

詳細は右側のQRコードよりJACホームページを　
ご確認ください。

特定技能１号に移行する意志
のある技能実習生も対象で
す。ぜひこの機会をご活用く
ださいませ。

特定技能外国人受入中のみなさま必見です！

＼在住協アワード推薦募集／
　今年も６月の会員集会で「在住協
アワード」の表彰を行う予定です。
会員の皆さまの中で「技術・技能」
「雇用確保・人材育成」「安全衛
生」「経営全般」等の領域で取り組
み成果を出された方をご推薦下さ
い。自薦・他薦は問いません。

下記のフォームにご記入ください

　たくさんのご応募を心より
お待ちしております

https://jtha.jp/
https://jtha.jp/
https://tinyurl.com/2en9b8rb
https://forms.gle/SRP36AvYMRXDufqt6

